
学校番号 T3006 

平成 31年度 地理歴史科 

 

教科 地理歴史 科目 世界史 A 単位数 ２単位 年次 ４年次 

使用教科書 新版 世界史 A 新訂版（実教出版） 

副教材等  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 世界の諸地域の歴史を概観し、近現代史を中心とする世界の歴史を、わが国の歴史と関連付けな

がら学習する。筆記テストの成績、平常点（出欠状況・授業態度・学習への関心）を勘案して総合

的に評価する。 

 

 

２ 学習の到達目標 

 上記学習内容を理解・習得し、自分の頭で考え判断できる力を身につける。 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:資料活用の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

近現代史を中心とす

る世界の歴史に対す

る関心と課題意識を

高め，意欲的に追究す

るとともに国際社会

に主体的に生き国

家・社会を形成する日

本国民としての責務

を果たそうとする 

現代世界の諸課題を

歴史的観点から考察

し，国際社会の変化を

踏まえ公正に判断し

て，その過程や結果を

適切に表現している。 

近現代史を中心とす

る世界の歴史に関す

る諸資料を収集し，

有用な情報を適切に

選択して，読み取っ

たり図表などにまと

めたりしている。 

近現代史を中心とす

る世界の歴史につい

ての基本的な事柄を

地理的条件や日本の

歴史と関連付けなが

ら理解し，その知識

を身に付けている。 

評
価
方
法 

・自分で課題を見つ

け，見通しを持って調

べようとしているか

を，生徒の活動の観

察、調べた内容の分析

などを通して評価す

る。 

・学習したことを基に

して，さらに新しい課

題を見つけているか

を，ノートやプリント

の分析を通して評価

する。 

・考察した内容を，ノ

ートやプリントの分

析を通して評価する。 

・発問に対する生徒の

反応や質問の仕方・内

容を観察・吟味して評

価する。 

・調べた過程や結果を

分かりやすく表現し

ているかを，発表の仕

方や発表資料から評

価する。 

・資料等を適切に収

集・活用しているか

を，発表資料や作成

したレポートを通し

て評価する。 

・調べた過程や結果

を分かりやすく表現

しているかを，発表

の仕方や発表資料か

ら評価する。 

・筆記テストで，授

業で理解した内容，

身に付けた知識を確

認する。 

・発問に対する回答

や各自のノートか

ら，基本的な事柄を

理解しているかを分

析する。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前
期 

世
界
史
への
い
ざ
な
い 

・自然環境と歴史 

・日本列島のなかの世界の歴

史 

○ 

 

 

○ 

○ ○ 

○ 

a:自然環境が人類の生活に影

響を与え、人類が自然環境に積

極的働きかけることによって

文明が誕生していく過程を意

欲的に考察し、地理・歴史への

関心を高めようとしているか。 

Bｃ:日本が世界の地域と様々

な交流をもってきたことを、資

料から読み取り考察するか。 

d:文明発達に影響を与えた地

理的な条件を日本の歴史と関

連付けながら理解し、その知識

を身につけているか。 

ワークシート 

出欠状況 

授業態度 

 

ユ
ー
ラ
シ
ア
の
諸
文
明
と
交
流 

 

・文明の始まり 

・ユーラシア諸文明の特質と

交流 

・ヨーロッパ世界の形成 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

a:ユーラシア各地に形成され

た諸文明の特質と、交流につい

て関心を高め意欲的に取り組

んでいるか。オリエント、ギリ

シア・ローマの発展に対し意欲

的に追及しようとしているか。 

ｂｃ:必要な諸資料からユーラ

シアの社会またはオリエント

社会発展変容を読み解き、そこ

から多面的、多角的に考察する

ことができるか。 

d:ユーラシア・オリエントの特

質を理解し、その知識を身につ

けているか。 

確認テスト 

定期考査 

ワークシート 

出欠状況 

授業態度 

 

一
体
化
に
向
か
う
世
界
と
日
本 

・ルネサンスと宗教改革 

・ヨーロッパの発展と主権国家

体制 

・アジアの繁栄 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

aｂｃｄルネサンスと宗教改

革、大航海時代を諸資料から読

み取り、ヨーロッパ社会が精神

面でも制度上でも大きな変容

を遂げた過程を理解し、考察す

ることができているか。設定さ

れた時代において、多面的・多

角的に考察し、中世が終わるヨ

ーロッパとアジアの繁栄につ

いて理解し、その知識を身につ

けているか。 

確認テスト 

定期考査 

ワークシート 

出欠状況 

授業態度 



 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・ア
メ
リ
カ
の
諸
革
命
と
世
界
の
変
動 

・産業革命と工業化社会 

・アメリカ独立革命とフランス

革命 

・ウィーン体制と１８４８年の革    

 命 

・ヨーロッパの国民国家の発  

 展 

・南北アメリカの変動 

・激動する東アジア 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ ○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

aｂ:アメリカ独立革命・フラン

ス革命が市民革命といわれる

所以に興味・関心を抱き、その

後、数多の市民蜂起や国際情勢

により国民国家として醸成し

ていく過程を現代の国民国家

と結び付けて考察できるか。ま

た、アジア、南米では列強によ

る支配を受け変革の必要性に

迫られることに関心を抱き、考

察し、結果を適切に表現できる

か。 

c:主に産業革命で発明された

道具を資料で紹介し、工業化の

イメージをふくらますことが

できるか。また、激動する世界

情勢を地図から視覚的に情報

を集め、地政学的にも理解を深

める。 

d:１９世紀からの世界の一体

化へ進む過程は、各国の軍備や

経済力、思想など様々な要因で

成し遂げられていくことを自

らの知識として身につけるこ

とができるか。 

確認テスト 

定期考査 

ワークシート 

出欠状況 

授業態度 

後
期 

     

現
代
世
界
の
あ
ゆ
み 

・列強による植民地分割（帝

国主義） 

・第一次世界大戦 

・ヴェルサイユ体制と国際連 

 盟 

・第二次世界大戦 

○ 

 

 

○ 

 

◎ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

a:列強による植民地分割競争

が世界に波及し、世界大戦が勃

発したことに対し意欲的に取

り組み戦後に生きている者と

して考察を深め、現代の諸問題

に対しても興味関心を持てる

態度であるか。 

ｂｃｄ:世界大戦の諸資料から

戦争の悲惨さを感じ取り、平和

への希求を強める。世界大戦を

くり返してしまったのかなぜ

か、有用な情報から考察を行な

うことができるか。その理解を

今後の公民として生きていく

際に活用できうる知識として

身につけることができるか。 

 

確認テスト 

定期考査 

ワークシート 

出欠状況 

授業態度 



 

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
世
界 

・冷戦と国際連合 

・多極化する世界 

・冷戦後の世界 

○ 

 

○ 

 

○ 

○  

○ 

○ 

a:第二次世界大戦後の諸地域

世界について、現在まで続く課

題に対する関心を高め、意欲的

に追求しようとしているか。 

b:第二次世界大戦後の諸地域

世界が現在の国際情勢の動向

と関連付けて考察できるか。 

c:有用な情報を読みとること

ができるか。 

d:第二次世界大戦後の諸地域

世界において、現在の国際情勢

と関連付けて理解し、その知識

を身につけているか。」 

確認テスト 

定期考査 

ワークシート 

出欠状況 

授業態度 

 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b: 思考・判断・表現 

c: :資料活用の技能  d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付け

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


